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(57)【要約】
【課題】第１媒体よりも幅狭の第２媒体を搬送開始位置
まで容易に導入することができる、画像読取装置および
搬送装置を提供する。
【解決手段】カードＬＦローラ４３は、ＣＩＳユニット
６２が設けられている共通搬送路１２５ではなく、カー
ド搬送路１２４に設けられている。そのため、カード導
入口１２１とカードＬＦピンチローラ８３およびカード
ＬＦローラ４３との距離を短くすることができる。その
結果、カードＣＡをカードＬＦピンチローラ８３および
カードＬＦローラ４３が設けられている搬送開始位置ま
で容易に導入することができる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モータと、
　第１筐体と第２筐体とを備え、前記第１筐体と前記第２筐体との間に、第１方向の一方
側である導入側に位置する第１導入口と、前記第１方向における前記第１導入側と反対側
の排出側に位置する第１排出口と、前記第１導入口に導入される第１媒体が前記排出側へ
搬送されるように構成される第１搬送路と、が形成され、更に前記導入側の導入面に設け
られ、前記導入側に開放され、前記第１媒体よりも幅狭の第２媒体が導入されるように構
成される第２導入口と、前記第２導入口から導入される前記第２媒体が前記排出側に搬送
されるように構成される第２搬送路と、前記第１搬送路において前記第２搬送路の前記排
出側に位置し、前記第１筐体と前記第２筐体との間に形成され、前記第１媒体および前記
第２媒体が搬送されるように構成される共通搬送路と、が形成された筐体と、
　前記共通搬送路に設けられ、前記モータから伝達される駆動力により、前記第１媒体を
搬送するように構成される第１搬送ローラと、
　前記第２搬送路に設けられ、前記モータから伝達される駆動力により、前記第２媒体を
搬送するように構成される第２搬送ローラと、
　前記共通搬送路に設けられ、前記第１媒体および前記第２媒体に形成されている画像を
読み取るように構成される読取部とを備える、画像読取装置。
【請求項２】
　前記第１筐体は、前記第２筐体の上方に設けられ、
　前記第２筐体は、前記導入側から前記排出側に向けて下方に傾斜する傾斜部を備え、
　前記第２搬送ローラは、前記傾斜部の下方に配置されている、請求項１に記載の画像読
取装置。
【請求項３】
　前記共通搬送路に設けられ、前記第１媒体および前記第２媒体を搬送するように構成さ
れる共用搬送ローラと、
　前記第１搬送ローラの軸に設けられた第１ギヤと、
　前記第２搬送ローラの軸に設けられ、前記第１ギヤから駆動力が伝達される第２ギヤと
、
　前記共用搬送ローラの軸に設けられ、前記第１ギヤから駆動力が伝達される第３ギヤと
を備え、
　前記第１搬送ローラ、前記第２搬送ローラおよび前記共用搬送ローラの各ローラ径は、
同一であり、
　前記第１ギヤ、前記第２ギヤおよび前記第３ギヤの各歯数は、同一である、請求項１ま
たは２に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記第１搬送ローラは、前記第１方向において、前記読取部の前記導入側に位置し、
　前記第２搬送ローラは、前記第１方向において、前記第１搬送ローラの前記導入側に位
置し、
　前記共用搬送ローラは、前記第１方向において、前記第１搬送ローラの前記排出側に位
置する、請求項３に記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記第１搬送路に設けられ、前記モータから伝達される駆動力により、前記第１媒体を
給送する給送ローラを備え、
　前記第２搬送ローラの軸および前記給送ローラの軸には、前記モータの駆動力が前記第
１搬送ローラの軸を経由して伝達され、
　前記モータおよび前記給送ローラのギヤは、前記第１方向に直交する第２方向において
前記給送ローラの一方側に位置し、前記第１ギヤ、前記第２ギヤ、および前記第３ギヤは
、前記第２方向において前記給送ローラの他方側に位置する、請求項４に記載の画像読取
装置。
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【請求項６】
　前記第１搬送ローラの軸には、前記モータの駆動力が直接的に伝達される、請求項１～
５のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項７】
　前記第１方向において前記第２搬送ローラと前記読取部との間に設けられ、前記第２媒
体を検出するように構成されるセンサを備える、請求項１～６のいずれか一項に記載の画
像読取装置。
【請求項８】
　モータと、
　第１筐体と第２筐体とを備え、前記第１筐体と前記第２筐体との間に、第１方向の一方
側である導入側に位置する第１導入口と、前記第１方向における前記第１導入側と反対側
の排出側に位置する第１排出口と、前記第１導入口に導入される第１媒体が前記排出側へ
搬送されるように構成される第１搬送路と、が形成され、更に前記導入側の導入面に設け
られ、前記導入側に開放され、前記第１媒体よりも幅狭の第２媒体が導入されるように構
成される第２導入口と、前記第２導入口から導入される前記第２媒体が前記排出側に搬送
されるように構成される第２搬送路と、前記第１搬送路において前記第２搬送路の前記排
出側に位置し、前記第１筐体と前記第２筐体との間に形成され、前記第１媒体および前記
第２媒体が搬送されるように構成される共通搬送路と、が形成された筐体と、
　前記共通搬送路に設けられ、前記モータから伝達される駆動力により、前記第１媒体を
搬送するように構成される第１搬送ローラと、
　前記第２搬送路に設けられ、前記モータから伝達される駆動力により、前記第２媒体を
搬送するように構成される第２搬送ローラと、を備える、搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置および搬送装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示されている画像読取装置は、筐体を備えている。筐体の背面側には、
シートを導入するための導入口が形成されている。一方、筐体の前面側には、シートを排
出するための排出口が形成されている。そして、筐体の内部には、導入口から排出口に至
る搬送路が形成されている。搬送路には、画像読取ユニットが設けられている。また、画
像読取ユニットの導入口側および排出口側に隣接して、それぞれ搬送ローラ対が設けられ
ている。
【０００３】
　導入口から導入されるシートは、搬送ローラ対により、搬送路を搬送される。このシー
トの搬送の途中で、画像読取ユニットにより、シートの画像が読み取られる。
【０００４】
　また、特許文献１に開示されている画像読取装置は、シートよりも幅狭なカードに描か
れている画像をも読み取ることができる。具体的には、排出口の一部は、カードを導入す
るカード導入口およびカードを排出するカード排出口を兼ねている。また、搬送ローラ対
を一方向および他方向の両方向に回転駆動するための機構が設けられている。
【０００５】
　カード導入口にカードが挿入されると、搬送ローラ対がシートの搬送時とは逆方向に回
転駆動されて、搬送ローラ対により、カードがカード導入口内に引き込まれる。そして、
カードが画像読取ユニットを通過すると、搬送ローラ対の回転方向が反転されて、搬送ロ
ーラ対がシートの搬送時と同方向に回転駆動される。これにより、カードの搬送方向が反
転され、カードがカード排出口に向けて搬送される。このカードの搬送の途中で、画像読
取ユニットにより、カードの画像が読み取られる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－１００１１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、搬送ローラを一方向および他方向の両方向に回転駆動するための機構が
設けられているため、搬送ローラの駆動系の構成が複雑である。
【０００８】
　搬送ローラの駆動系の構成を簡素化するために、カードを導入するためのカード導入口
を筐体の背面に形成し、このカード導入口から導入されたカードを排出口の一部からなる
カード排出口に向けて搬送する構成が考えられる。
【０００９】
　ところが、導入口側の搬送ローラ対は、画像読取ユニットに対して導入口側に隣接して
設けられている。そのため、カード導入口から搬送ローラ対が設けられている搬送開始位
置までの間隔が大きく、カードを搬送開始位置まで導入することが困難である。
【００１０】
　本発明の目的は、第１媒体よりも幅狭の第２媒体を搬送開始位置まで容易に導入するこ
とができる、画像読取装置および搬送装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記の目的を達成するため、本発明の一の局面に係る画像読取装置は、モータと、第１
筐体と第２筐体とを備え、前記第１筐体と前記第２筐体との間に、第１方向の一方側であ
る導入側に位置する第１導入口と、前記第１方向における前記第１導入側と反対側の排出
側に位置する第１排出口と、前記第１導入口に導入される第１媒体が前記排出側へ搬送さ
れるように構成される第１搬送路と、が形成され、更に前記導入側の導入面に設けられ、
前記導入側に開放され、前記第１媒体よりも幅狭の第２媒体が導入されるように構成され
る第２導入口と、前記第２導入口から導入される前記第２媒体が前記排出側に搬送される
ように構成される第２搬送路と、前記第１搬送路において前記第２搬送路の前記排出側に
位置し、前記第１筐体と前記第２筐体との間に形成され、前記第１媒体および前記第２媒
体が搬送されるように構成される共通搬送路と、が形成された筐体と、前記共通搬送路に
設けられ、前記モータから伝達される駆動力により、前記第１媒体を搬送するように構成
される第１搬送ローラと、前記第２搬送路に設けられ、前記モータから伝達される駆動力
により、前記第２媒体を搬送するように構成される第２搬送ローラと、前記共通搬送路に
設けられ、前記第１媒体および前記第２媒体に形成されている画像を読み取るように構成
される読取部とを備える。
【００１２】
　この構成によれば、第２搬送ローラは、読取部が設けられている共通搬送路ではなく、
第２搬送路に設けられている。そのため、第２導入口と第２搬送ローラとの距離を短くす
ることができる。その結果、第２媒体を第２搬送ローラが設けられている搬送開始位置ま
で容易に導入することができる。
【００１３】
　第１筐体は、第２筐体の上方に設けられ、第２筐体は、導入側から排出側に向けて下方
に傾斜する傾斜部を備え、第２搬送ローラは、傾斜部の下方に配置されていることが好ま
しい。
【００１４】
　第１導入口から導入される第１媒体は、傾斜部の上方を搬送される。そのため、第２搬
送ローラが傾斜部の下方に配置された構成では、第１媒体が第２搬送ローラと接触しない
。よって、第２搬送ローラが第１媒体の搬送の抵抗となることを抑制できる。その結果、
第１媒体の斜行を抑制することができる。
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【００１５】
　画像読取装置は、共通搬送路に設けられ、第１媒体および第２媒体を搬送するように構
成される共用搬送ローラと、第１搬送ローラの軸に設けられた第１ギヤと、第２搬送ロー
ラの軸に設けられ、第１ギヤから駆動力が伝達される第２ギヤと、共用搬送ローラの軸に
設けられ、第１ギヤから駆動力が伝達される第３ギヤとを備えていてもよく、この場合、
第１搬送ローラ、第２搬送ローラおよび共用搬送ローラの各ローラ径は、同一であり、第
１ギヤ、第２ギヤおよび第３ギヤの各歯数は、同一であることが好ましい。
【００１６】
　第１搬送ローラ、第２搬送ローラおよび共通搬送ローラの駆動によって送られる第１媒
体および第２媒体の第１方向における各搬送速度は、ローラ径およびギヤの角速度で決定
される。第１搬送ローラ、第２搬送ローラおよび共用搬送ローラの各ローラ径が同一であ
り、第１ギヤ、第２ギヤおよび第３ギヤの各歯数が同一であるので、第１搬送ローラ、第
２搬送ローラおよび共用搬送ローラによって送られる第１媒体および第２媒体の第１方向
における搬送速度を同一にすることができる。
【００１７】
　第１搬送ローラは、第１方向において、読取部の導入側に位置し、第２搬送ローラは、
第１方向において、第１搬送ローラの導入側に位置し、共用搬送ローラは、第１方向にお
いて、第１搬送ローラの排出側に位置していてもよい。
【００１８】
　第２搬送ローラおよび共用搬送ローラが第１搬送ローラの導入側に配置される構成と比
較して、第１ギヤと第２ギヤとの間に介在されるギヤの数および第１ギヤと第３ギヤとの
間に介在されるギヤの数の合計数を低減することができる。
【００１９】
　画像読取装置は、第１搬送路に設けられ、モータから伝達される駆動力により、第１媒
体を給送する給送ローラを備えていてもよく、第２搬送ローラの軸および給送ローラの軸
には、モータの駆動力が第１搬送ローラの軸を経由して伝達され、モータおよび給送ロー
ラのギヤは、第１方向およびに直交する第２方向において給送ローラの一方側に位置し、
第１ギヤ、第２ギヤ、および第３ギヤは、第２方向において給送ローラの他方側に位置し
ていることが好ましい。
【００２０】
　給送ローラにより、第１導入口から導入された第１媒体を給送することができる。給送
ローラのギヤが第２方向における給送ローラの他方側に位置する構成では、給送ローラの
ギヤが第２方向における給送ローラの他方側に位置する第２搬送ローラの軸および第２ギ
ヤの配置の妨げになるおそれがある。給送ローラのギヤが第２方向における一方側に位置
する構成により、給送ローラのギヤが第２搬送ローラの軸および第２ギヤの配置の妨げに
なることを抑制できる。
【００２１】
　第１搬送ローラの軸には、モータの駆動力が直接的に伝達されてもよい。
【００２２】
　なお、モータの駆動力が直接的に伝達される構成は、モータの出力軸が第１搬送ローラ
の軸に直結される構成はもちろん、モータの出力軸がアイドルギヤを介して第１搬送ロー
ラの軸に連結される構成を含む。
【００２３】
　第１搬送ローラの軸には、モータの駆動力が直接的に伝達される。そのため、モータか
ら第１搬送ローラの軸までの駆動力の伝達系路上には、負荷が設けられない。そのため、
第１搬送ローラの軸は、第１媒体および第２媒体を搬送する際の負荷変動によって発生す
るギヤおよびローラの回転むらの影響を受けないので、第１搬送ローラの回転速度を安定
させることができる。
【００２４】
　画像読取装置は、第１方向において第２搬送ローラと読取部との間に設けられ、第２媒
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体を検出するように構成されるセンサを備えていてもよい。
【００２５】
　第２搬送ローラは、読取部が設けられている共通搬送路ではなく、第２搬送路に設けら
れている。そのため、第２搬送ローラと読取部との距離を長くすることができる。その結
果、第２搬送ローラと読取部との間にセンサを容易に配置することができる。そして、こ
のセンサにより、第２搬送ローラと読取部との間における第２媒体の通過を検出すること
ができる。
【００２６】
　また、本発明の他の局面に係る搬送装置は、モータと、第１筐体と第２筐体とを備え、
前記第１筐体と前記第２筐体との間に、第１方向の一方側である導入側に位置する第１導
入口と、前記第１方向における前記第１導入側と反対側の排出側に位置する第１排出口と
、前記第１導入口に導入される第１媒体が前記排出側へ搬送されるように構成される第１
搬送路と、が形成され、更に前記導入側の導入面に設けられ、前記導入側に開放され、前
記第１媒体よりも幅狭の第２媒体が導入されるように構成される第２導入口と、前記第２
導入口から導入される前記第２媒体が前記排出側に搬送されるように構成される第２搬送
路と、前記第１搬送路において前記第２搬送路の前記排出側に位置し、前記第１筐体と前
記第２筐体との間に形成され、前記第１媒体および前記第２媒体が搬送されるように構成
される共通搬送路と、が形成された筐体と、前記共通搬送路に設けられ、前記モータから
伝達される駆動力により、前記第１媒体を搬送するように構成される第１搬送ローラと、
前記第２搬送路に設けられ、前記モータから伝達される駆動力により、前記第２媒体を搬
送するように構成される第２搬送ローラと、を備える。
【００２７】
　この構成によれば、第２搬送ローラは、共通搬送路ではなく、第２搬送路に設けられて
いる。そのため、第２導入口と第２搬送ローラとの距離を短くすることができる。その結
果、第２媒体を第２搬送ローラが設けられている搬送開始位置まで容易に導入することが
できる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、第２導入口と第２搬送ローラとの距離を短くすることができるので、
第２媒体を第２搬送ローラが設けられている搬送開始位置まで容易に導入することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１Ａ】図１Ａは、本発明の一実施形態に係る画像読取装置１の左前上方から見た斜視
図であり、カバー３が閉じられた状態を示す。
【図１Ｂ】図１Ｂは、画像読取装置１の右後上方から見た斜視図であり、カバー３が閉じ
られた状態を示す。
【図２】図２は、画像読取装置１の右前上方から見た斜視図であり、カバー３が開かれた
状態を示す。
【図３】図３は、画像読取装置１の平面図であり、カバーが開かれるとともに、上部筐体
１４がメンテナンス位置に配置された状態を示す。
【図４】図４は、画像読取装置１の断面図である。
【図５】図５は、画像読取装置１の駆動力の伝達機構を示す平面図である。
【図６】図６は、本発明の他の実施形態に係る画像読取装置１の駆動力の伝達機構を示す
平面図である。
【図７】図７は、シート排出口２０２とカード排出口１２３とが少なくとも一部において
重複していることを概略的に示すための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下では、本発明の実施の形態について、添付図面を参照しつつ詳細に説明する。画像
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読取装置１は、本発明の画像読取装置および搬送装置の具体的態様の一例である。図１Ａ
では、前カバー２２側を装置の前側と規定し、前カバー２２に対向した場合に左手に来る
側を左側と規定して、前後、左右および上下の各方向を表示する。そして、図１Ｂ以降に
示す各方向は、全て図１Ａに示す各方向に対応させて表示する。以下、図１Ａ等に基づい
て、画像読取装置１が備える各構成要素について説明する。
【００３１】
＜外観＞
【００３２】
　画像読取装置１は、筐体２およびカバー３を備えている。
【００３３】
＜筐体＞
【００３４】
　筐体２は、左側板部１１、右側板部１２、下部筐体１３および上部筐体１４を備えてい
る。
【００３５】
　左側板部１１および右側板部１２は、左右方向に間隔を空けて配置されている。
【００３６】
　下部筐体１３および上部筐体１４は、左側板部１１と右側板部１２との間に配置されて
いる。
【００３７】
　下部筐体１３は、左側板部１１および右側板部１２に対して取り付けられている。
【００３８】
　上部筐体１４の左前下端部および右前下端部には、非図示の軸部がそれぞれ左側および
右側に突出して形成されている。そして、左右の軸部がそれぞれ左側板部１１および右側
板部１２に回動可能に支持されることにより、上部筐体１４は、図２に示される通常位置
と図３に示されるメンテナンス位置との間で回動可能に設けられている。
【００３９】
　上部筐体１４は、図２に示されるように、通常位置で、下部筐体１３に上方から重なる
。通常位置に位置する上部筐体１４の上面１４Ｕは、左側板部１１および右側板部１２の
各上面１１Ｕ，１２Ｕよりも一段低い位置に位置する。また、通常位置に位置する上部筐
体１４の前面１４Ｆは、左側板部１１および右側板部１２の各前面１１Ｆ，１２Ｆよりも
後側に位置する。
【００４０】
　また、上部筐体１４は、メンテナンス位置で、下部筐体１３に対して前側に展開して、
下部筐体１３の前端部上から前上方に延びる。
【００４１】
＜カバー＞
【００４２】
　トレイ本体の一例としてのカバー３は、上カバー２１および前カバー２２を備えている
。
【００４３】
　上カバー２１は、筐体２に対して図１Ｂに示される閉位置と図２に示される開位置との
間で変位可能に設けられている。
【００４４】
　前カバー２２は、図１Ａに示される屈曲位置と図２に示される伸張位置との間で回動可
能に設けられている。
【００４５】
　また、前カバー２２は、伸張位置で、上カバー２１と略同一平面上を延びる。
【００４６】
　上カバー２１が開位置に位置し、前カバー２２が伸張位置に位置する状態で、上カバー
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２１および前カバー２２は、図２に示されるように、筐体２の後上端部から後上方に延び
、筐体２内に送り込まれる第１媒体の一例としてのシートＳＨが載置されるトレイ２０の
開位置をなす。一方、上カバー２１が閉位置に位置し、前カバー２２が屈曲位置に位置す
る状態で、上カバー２１および前カバー２２は、トレイ２０の閉位置をなす。
【００４７】
　これにより、画像読取装置１は、筐体２に対して開いた開位置と閉じた閉位置との間で
回動可能に設けられ、第１媒体の一例としてのシートＳＨが載置されるトレイ２０を備え
ている。
【００４８】
　下部筐体１３の後端縁３１は、下部筐体１３の前端縁３２とほぼ同じ高さに位置してい
る。下部筐体１３は、図３、図４Ａおよび図４Ｂに示されるように、傾斜部３３と、平坦
部３４とを有している。傾斜部３３は、後端縁３１から前端縁３２と同じ高さの位置まで
前下方に延びる。平坦部３４は、前端縁３２とほぼ同じ高さの位置で、傾斜部３３から前
端縁３２まで延びる。
【００４９】
　上部筐体１４の下面１４Ｂの後端縁７１は、図２に示されるように、下部筐体１３の傾
斜部３３の上方に間隔を空けて位置する。下面１４Ｂの前端縁７２は、下部筐体１３の上
面１３Ｕの前端縁３２の上方に間隔を空けて位置する。上部筐体１４は、図３および図４
に示されるように、傾斜部７３と、平坦部７４とを有している。傾斜部７３は、後端縁７
１から前端縁７２と同じ高さの位置まで、傾斜部３３と平行をなして前下方に延びる。平
坦部３４は、前端縁７２と同じ高さの位置で、傾斜部７３から前端縁７２まで下部筐体１
３の平坦部３４と平行をなして延びる。
【００５０】
　シート導入口２０１とシート排出口２０２とシート搬送路２０３とが、上部筐体１４と
下部筐体１３との間に形成されている。シート導入口２０１は、第１導入口の一例である
。シート排出口２０２は、第１排出口の一例である。シート搬送路２０３は、第１搬送路
の一例である。シート導入口２０１は、上部筐体１４の後端縁７１と下部筐体１３の傾斜
部３３との間に形成され、後上方に開放されている。シート排出口２０２は、上部筐体１
４の前端縁７２と下部筐体１３の前端縁３２との間に形成され、前方に開放されている。
シート搬送路２０３は、シート導入口２０１とシート排出口２０２とを連結している。シ
ート搬送路２０３は、上部筐体１４の傾斜部７３と下部筐体１３の傾斜部３３との間の空
間、および上部筐体１４の平坦部７４と下部筐体１３の平坦部３４との間の空間である。
シート導入口２０１から導入されたシートＳＨは、筐体２内のシート搬送路２０３を通過
する。以下、このシートＳＨの流れに沿って、画像読取装置１が備える各構成の説明を行
う。
【００５１】
　画像読取装置１は、供給ローラ４１、分離片８１、ＬＦローラ４２、ＬＦピンチローラ
８２、カードＬＦローラ４３、カードＬＦピンチローラ８３、第１読取部１００、第２読
取部６０、第１ローラ４４、第１ピンチローラ８４、カード排出ローラ４５、カード排出
ピンチローラ８５、第２ローラ４６および第２ピンチローラ８６を備えている。
【００５２】
　供給ローラ４１は、図３に示されるように、２つのローラを備える。供給ローラ４１の
２つのローラは回転軸５１に取り付けられている。供給ローラ４１は、傾斜部３３の左右
方向の中央部に、配置されている。回転軸５１は、下部筐体１３の内部で左右方向に延び
、下部筐体１３に回転可能に保持されている。
【００５３】
　分離片８１は、たとえば、ゴムからなる。分離片８１の基端部は、上部筐体１４に取り
付けられている。分離片８１は、供給ローラ４１の周面に弾性的に当接している。分離片
８１と供給ローラ４１とにより、複数枚のシートＳＨが一枚に分離されて、搬送され得る
。シートＳＨは、前方に向けて搬送される。したがって、本実施形態において、前方がシ
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ート搬送方向における下流側であり、後方がシート搬送方向における上流側である
【００５４】
　ＬＦローラ４２およびＬＦピンチローラ８２は、供給ローラ４１および分離片８１のシ
ート搬送方向下流側に位置する。ＬＦローラ４２は、２つのローラを備える。ＬＦローラ
４２の２つのローラは回転軸５３に取り付けられている。ＬＦピンチローラ８２は、２つ
のピンチローラを備える。ＬＦピンチローラ８２の２つのピンチローラは、回転軸９１に
取り付けられている。ＬＦピンチローラ８２の周面は、図４に示されるように、ＬＦロー
ラ４２の周面に上方から当接している。ＬＦローラ４２が回転駆動されると、ＬＦピンチ
ローラ８２がＬＦローラ４２に従動して回転される。
【００５５】
　カードＬＦローラ４３は、傾斜部３３の下方に配置されている。カードＬＦローラ４３
のローラ径は、ＬＦローラ４２のローラ径と同一である。カードＬＦローラ４３は、回転
軸５４に取り付けられている。カードＬＦピンチローラ８３は、ＬＦピンチローラ８２の
右側に間隔を空けた位置に配置されている。カードＬＦピンチローラ８３は、回転軸５５
に取り付けられている。ＬＦピンチローラ８２の周面は、図４に示されるように、ＬＦロ
ーラ４２の周面に上方から当接している。カードＬＦローラ４３が回転駆動されると、カ
ードＬＦピンチローラ８３がＬＦローラ４２に従動して回転される。
【００５６】
　また、画像読取装置１は、図４に示されるように、ＬＦローラ４２およびＬＦピンチロ
ーラ８２のシート搬送方向下流側において、第１読取部１００および第２読取部６０を備
える。第１読取部１００は、Contact Image Sensor(以後、「ＣＩＳ」と記す）ホルダ１
０１、ＣＩＳユニット１０２およびコンタクトガラス１０３を備えている。第２読取部６
０は、ＣＩＳホルダ６１、ＣＩＳユニット６２、およびコンタクトガラス６３を備える。
【００５７】
　読取部の一例としてのＣＩＳユニット６２は、ＣＩＳホルダ６１内に収容されている。
ＣＩＳユニット６２の内部には、たとえば、ＬＥＤ光源、レンズおよびイメージセンサが
設けられている。読取部の一例としてのＣＩＳユニット１０２は、ＣＩＳホルダ１０１内
に収容されている。ＣＩＳユニット１０２の内部には、たとえば、ＬＥＤ光源、レンズお
よびイメージセンサが設けられている。
【００５８】
　コンタクトガラス６３は、無色透明のガラスからなる。コンタクトガラス６３は、ＣＩ
Ｓホルダ６１の上面を閉塞するように設けられて、ＣＩＳホルダ６１に保持されている。
コンタクトガラス１０３は、無色透明のガラスからなる。コンタクトガラス１０３は、Ｃ
ＩＳホルダ１０１の下面を閉塞するように設けられて、ＣＩＳホルダ１０１に保持されて
いる。
【００５９】
　ＣＩＳホルダ６１は、ＣＩＳユニット６２およびコンタクトガラス６３を保持した状態
で、下部筐体１３の平坦部３４に形成された開口６４に嵌められている。ＣＩＳホルダ１
０１は、ＣＩＳユニット１０２およびコンタクトガラス１０３を保持した状態で、上部筐
体１４の平坦部７４に形成された開口１０４に嵌められている。
【００６０】
　ＬＦローラ４２およびＬＦピンチローラ８２により搬送されるシートＳＨの両面の画像
は、第１読取部１００および第２読取部６０により読み取られる。
【００６１】
　第１ローラ４４および第１ピンチローラ８４は、ＣＩＳユニット１０２およびＣＩＳユ
ニット６２のシート搬送方向下流側に位置する。第１ローラ４４は、２つのローラを備え
る。第１ローラ４４の２つのローラは、回転軸５６に取り付けられている。第１ピンチロ
ーラ８４は、２つのピンチローラを備える。第１ピンチローラ８４の２つのピンチローラ
は、回転軸９４に取り付けられている。第１ピンチローラ８４の周面は、図４に示される
ように、第１ローラ４４の周面に上方から当接している。第１ローラ４４が回転駆動され
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ると、第１ピンチローラ８４が第１ローラ４４に従動して回転される。
【００６２】
　カード排出ローラ４５およびカード排出ピンチローラ８５は、ＣＩＳユニット１０２お
よびＣＩＳユニット６２のシート搬送方向下流側に位置する。カード排出ローラ４５のロ
ーラ径は、ＬＦローラ４２およびカードＬＦローラ４３のローラ径と同一である。カード
排出ローラ４５は、２つのローラを備える。カード排出ローラ４５の２つのローラは、回
転軸５６に取り付けられている。カード排出ピンチローラ８５は、２つのピンチローラを
備える。カード排出ピンチローラ８５の２つのピンチローラは、回転軸９４に取り付けら
れている。カード排出ピンチローラ８５の周面は、図４に示されるように、カード排出ロ
ーラ４５の周面に上方から当接している。カード排出ローラ４５が回転駆動されると、カ
ード排出ピンチローラ８５は、カード排出ローラ４５に従動して回転される。
【００６３】
　第２ローラ４６および第２ピンチローラ８６は、ＣＩＳユニット１０２およびＣＩＳユ
ニット６２のシート搬送方向下流側に位置する。第２ローラ４６は、第１ローラ４４に対
して、カード排出ローラ４５と左右対称をなす位置に配置されている。第２ローラ４６は
、２つのローラを備える。第２ローラ４６の２つのローラは、回転軸５６に取り付けられ
ている。第２ピンチローラ８６は、第１ピンチローラ８４に対して、カード排出ピンチロ
ーラ８５と左右対称をなす位置に配置されている。第２ピンチローラ８６は、２つのピン
チローラを備える。第２ピンチローラ８６の２つのピンチローラは、回転軸９４に取り付
けられている。第２ピンチローラ８６の周面は、図４に示されるように、第２ローラ４６
の周面に上方から当接している。第２ローラ４６が回転駆動されると、第２ピンチローラ
８６が第２ローラ４６に従動して回転される。
【００６４】
　画像読取装置１では、シートＳＨよりも幅狭のカードＣＡに描かれている画像を読み取
ることができる。カードＣＡは、第２媒体の一例である。
【００６５】
　カードＣＡの画像の読み取りのために、図１Ｂに示されるように、第２導入口の一例と
してのカード導入口１２１が下部筐体１３に形成されている。カード導入口１２１は、下
部筐体１３の後面１３ＲにおけるカードＬＦローラ４３およびカードＬＦピンチローラ８
３と前後方向に重なる位置に設けられている。カード導入口１２１は、左右方向に延びる
長方形状をなしている。カード導入口１２１の左右方向の幅は、国際標準化機構（ＩＳＯ
）／国際電気標準会議（ＩＥＣ）による国際規格ＩＤ－１のカードサイズの短辺の長さ（
５３．９８ｍｍ）よりも大きく、そのカードサイズの長辺の長さ（８５．６０ｍｍ）より
も小さい。
【００６６】
　下部筐体１３の上面１３Ｕの平坦部３４と上部筐体１４の下面１４Ｂの平坦部７４との
間および下部筐体１３における上面１３Ｕの傾斜部３３の下方に、第２搬送路の一例とし
てのカード搬送路１２４が形成されている。カード搬送路１２４は、下部筐体１３におけ
る傾斜部３３の下方の空間である。また、カード搬送路１２４の前方に共通搬送路１２５
が形成されている。共通搬送路１２５は、シート搬送路２０３の右側の一領域である。共
通搬送路１２５は、下部筐体１３の上面１３Ｕの平坦部３４と上部筐体１４の下面１４Ｂ
の平坦部７４との間の空間である。
【００６７】
　前述の通り、下部筐体１３の後端縁３１は、下部筐体１３の前端縁３２とほぼ同じ高さ
に位置している。そして、カード搬送路１２４は、後端縁３１から前端縁３２へ延びてい
る。そのため、カードＣＡの搬送方向は、画像読取装置１が水平面上に設置された状態で
、略水平方向となる。
【００６８】
　図３、図４Ａおよび図４Ｂに示されるように、カード通過口１２２が下部筐体１３の傾
斜部３３の右下端部、具体的には、傾斜部３３におけるカード導入口１２１と前後方向に
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重なる部分に形成されている。カード通過口１２２は、下部筐体１３の傾斜部３３の前下
端部と平坦部３４との間に形成されている。カード通過口１２２は、平坦部３４と平坦部
７４との間の空間と傾斜部３３の下方の空間とを結ぶ。したがって、カード通過口１２２
を通して、カードＣＡは、傾斜部３３の下方の空間から平坦部３４と平坦部７４との間の
空間へ移動することができる。
【００６９】
　図７に示すように、シート排出口２０２におけるカード排出ローラ４５およびカード排
出ピンチローラ８５と前後方向に重なる部分にカード排出口１２３が形成されている。カ
ード排出口１２３は、上部筐体１４の前端縁７２と下部筐体１３の前端縁３２との間に形
成され、前方に開放されている。カード排出口１２３の下側の一部が、シート排出口２０
２の右側の一部と重複している。すなわち、シートＳＨおよびカードＣＡの両方が、この
重複領域ＯＬを通過可能である。
【００７０】
＜シート画像の読み取り＞
【００７１】
　画像読取装置１におけるシートＳＨの画像の読み取りの際には、図２および図４Ａに示
されるように、上カバー２１が開位置に配置されるとともに、前カバー２２が伸張位置に
配置される。そして、その上カバー２１および前カバー２２からなる開位置のトレイ２０
上に、シートＳＨが載置される。
【００７２】
　トレイ２０上に載置されるシートＳＨは、その先端部が供給ローラ４１および分離片８
１に当接するまで、シート導入口２０１内に差し込まれる。
【００７３】
　その後、供給ローラ４１が右側から見て反時計回りに回転される。この供給ローラ４１
の回転により、供給ローラ４１の周面からシートＳＨの下面に搬送力が付与され、シート
ＳＨがＬＦローラ４２，８２に向けて搬送される。シートＳＨの先端部が供給ローラ４１
と分離片８１との間に挟まれたときに、シートＳＨが１枚ずつに分離され、１枚のシート
ＳＨのみが供給ローラ４１と分離片８１との間を通過する。
【００７４】
　ＬＦローラ４２は、右側から見て反時計回りに回転される。ＬＦピンチローラ８２は、
右側から見て時計回りに回転する。供給ローラ４１と分離片８１との間を通過したシート
ＳＨの先端部がＬＦローラ４２に到達すると、ＬＦローラ４２により、シートＳＨに搬送
力が付与される。
【００７５】
　ＬＦローラ４２とＬＦピンチローラ８２との間を通過したシートＳＨは、コンタクトガ
ラス６３，１０３上を通過する。このとき、コンタクトガラス６３，１０３上のシートＳ
ＨにそれぞれＣＩＳユニット６２，１０２のＬＥＤ光源から光が照射される。そして、シ
ートＳＨでの反射光がＣＩＳユニット６２，１０２のイメージセンサに受けられることに
より、シートＳＨの両面に描かれている画像の読み取りが達成される。
【００７６】
　第１ローラ４４、第２ローラ４６およびカード排出ローラ４５は、右側から見て反時計
回りに回転される。第１ピンチローラ８４、第２ピンチローラ８６およびカード排出ピン
チローラ８５は、右側から見て時計回りに回転する。コンタクトガラス６３，１０３上を
通過したシートＳＨの先端部が第１ローラ４４、第２ローラ４６およびカード排出ローラ
４５に到達すると、第１ローラ４４、第２ローラ４６およびカード排出ローラ４５からシ
ートＳＨに搬送力が付与される。
【００７７】
　第１ローラ４４と第１ピンチローラ８４との間、第２ローラ４６と第２ピンチローラ８
６との間およびカード排出ローラ４５とカード排出ピンチローラ８５との間を搬送される
シートＳＨは、シート排出口２０２を通過して、筐体２外に排出される。



(12) JP 2014-80248 A 2014.5.8

10

20

30

40

50

【００７８】
＜カード画像の読み取り＞
【００７９】
　カードＣＡの画像の読み取りの際には、カードＣＡの短辺を先頭として、カードＣＡが
カード導入口１２１内に挿入される。挿入されたカードＣＡの先端は、カードＬＦローラ
４３とカードＬＦピンチローラ８３との間に到達する。カード導入口１２１内に挿入され
たカードＣＡは、以下のようにして、カード搬送路１２４および共通搬送路１２５を搬送
される。
【００８０】
　カードＬＦローラ４３は、右側から見て反時計回りに回転される。カードＬＦピンチロ
ーラ８３は、カードＬＦローラ４３の回転に伴って、右側から見て時計回りに回転する。
カード導入口１２１内に挿入されたカードＣＡの先端部がカードＬＦローラ４３およびカ
ードＬＦピンチローラ８３の周面に当接すると、カードＬＦローラ４３からカードＣＡに
搬送力が付与される。
【００８１】
　その後、カード通過口１２２を通過して、カードＣＡは、第１読取部１００と第２読取
部６０との間を通過する。このとき、コンタクトガラス６３，１０３上のカードＣＡにそ
れぞれＣＩＳユニット６２，１０２のＬＥＤ光源から光が照射される。そして、カードＣ
Ａでの反射光がＣＩＳユニット６２，１０２のイメージセンサに受けられることにより、
カードＣＡの両面に描かれている画像が読み取られる。
【００８２】
　カード排出ローラ４５は、右側から見て反時計回りに回転される。一方、カード排出ピ
ンチローラ８５は、カード排出ローラ４５の回転に伴って、右側から見て時計回りに回転
する。第１読取部１００と第２読取部６０との間を通過したカードＣＡの先端部がカード
排出ローラ４５の周面の当接部分に到達すると、カード排出ローラ４５からカードＣＡに
搬送力が付与される。
【００８３】
　カードＣＡは、カード排出口１２３を通過して、筐体２外に排出される。
【００８４】
＜駆動力の伝達機構＞
【００８５】
　画像読取装置１は、図５に示されるように、モータ４を備えている。モータ４は、筐体
２内の左端部に配置されている。
【００８６】
　また、画像読取装置１は、モータギヤ１５１、第１ＬＦローラギヤ１５２、第１伝達ギ
ヤ１５３、供給ローラギヤ１５４、第２ＬＦローラギヤ１５５、第２伝達ギヤ１５６、排
出ギヤ１５７、第３伝達ギヤ１５８およびカードＬＦローラギヤ１５９を備えている。
【００８７】
　第１ＬＦローラギヤ１５２、第２ＬＦローラギヤ１５５、排出ギヤ１５７およびカード
ＬＦローラギヤ１５９の外周面に形成されているギヤ歯の歯数は、同一である。
【００８８】
　モータギヤ１５１は、モータ４のモータシャフト４Ｓに取り付けられている。モータ４
は、モータシャフト４Ｓが右方に延びるように配置されている。
【００８９】
　第１ＬＦローラギヤ１５２は、回転軸５３の左端部に取り付けられて、モータギヤ１５
１の後側に配置されている。第１ＬＦローラギヤ１５２のギヤ歯は、モータギヤ１５１の
外周面に形成されているギヤ歯と噛合している。つまり、回転軸５３には、モータ４の駆
動力が直接的に伝達されている。
【００９０】
　第１伝達ギヤ１５３は、第１ＬＦローラギヤ１５２に対してモータギヤ１５１と反対側
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、つまり第１ＬＦローラギヤ１５２の後側に配置されている。第１伝達ギヤ１５３の回転
軸線は、左右方向に延びている。第１伝達ギヤ１５３の外周面に形成されているギヤ歯は
、第１伝達ギヤ１５３のギヤ歯と噛合している。
【００９１】
　供給ローラギヤ１５４は、回転軸５１の左端部に取り付けられて、第１伝達ギヤ１５３
に対して第１ＬＦローラギヤ１５２と反対側、つまり第１伝達ギヤ１５３の後側に配置さ
れている。供給ローラギヤ１５４のギヤ歯は、第１伝達ギヤ１５３のギヤ歯と噛合してい
る。
【００９２】
　第２ＬＦローラギヤ１５５は、回転軸５３の右端部に取り付けられて、筐体２内の右端
部に配置されている。
【００９３】
　第２伝達ギヤ１５６は、第２ＬＦローラギヤ１５５の前側に配置されている。第２伝達
ギヤ１５６の回転軸線は、左右方向に延びている。第２伝達ギヤ１５６の外周面に形成さ
れているギヤ歯は、第２ＬＦローラギヤ１５５のギヤ歯と噛合している。
【００９４】
　排出ギヤ１５７は、回転軸５６の右端部に取り付けられて、第２伝達ギヤ１５６に対し
て第２ＬＦローラギヤ１５５と反対側、つまり第２伝達ギヤ１５６の前側に配置されてい
る。排出ギヤ１５７のギヤ歯は、第２伝達ギヤ１５６のギヤ歯と噛合している。
【００９５】
　第３伝達ギヤ１５８は、第２ＬＦローラギヤ１５５に対して第２伝達ギヤ１５６と反対
側、つまり第２伝達ギヤ１５６の後側に配置されている。第３伝達ギヤ１５８の回転軸線
は、左右方向に延びている。第３伝達ギヤ１５８の外周面に形成されているギヤ歯は、第
２伝達ギヤ１５６のギヤ歯と噛合している。
【００９６】
　カードＬＦローラギヤ１５９は、回転軸５４の右端部に取り付けられて、第３伝達ギヤ
１５８に対して第２ＬＦローラギヤ１５５と反対側、つまり第３伝達ギヤ１５８の後側に
配置されている。カードＬＦローラギヤ１５９のギヤ歯は、第３伝達ギヤ１５８のギヤ歯
と噛合している。
【００９７】
　以下の説明において、回転方向は、各部を右側から見たときを基準とする。
【００９８】
　シートＳＨおよびカードＣＡが搬送されるときには、まず、モータ４が駆動され、モー
タシャフト４Ｓが時計周りに回転する。モータシャフト４Ｓの回転は、モータギヤ１５１
を介して、第１ＬＦローラギヤ１５２に伝達される。これにより、第１ＬＦローラギヤ１
５２、回転軸５３、ＬＦローラ４２および第２ＬＦローラギヤ１５５は、反時計回りに回
転する。
【００９９】
　また、第１ＬＦローラギヤ１５２の回転は、第１伝達ギヤ１５３に伝達される。第１伝
達ギヤ１５３に回転が伝達されると、第１伝達ギヤ１５３は、時計回りに回転する。第１
伝達ギヤ１５３の回転は、供給ローラギヤ１５４に伝達される。これにより、供給ローラ
ギヤ１５４、回転軸５１および供給ローラ４１は、反時計回りに回転する。
【０１００】
　第２ＬＦローラギヤ１５５の回転は、第２伝達ギヤ１５６および第３伝達ギヤ１５８に
伝達される。
【０１０１】
　第２伝達ギヤ１５６に回転が伝達されると、第２伝達ギヤ１５６は、時計回りに回転す
る。第２伝達ギヤ１５６の回転は、排出ギヤ１５７に伝達される。これにより、排出ギヤ
１５７、回転軸５６、第１排出ローラ４４、カード排出ローラ４５および第２排出ローラ
４６は、反時計回りに回転する。



(14) JP 2014-80248 A 2014.5.8

10

20

30

40

50

【０１０２】
　第３伝達ギヤ１５８に回転が伝達されると、第３伝達ギヤ１５８は、時計回りに回転す
る。第３伝達ギヤ１５８の回転は、カードＬＦローラギヤ１５９に伝達される。これによ
り、カードＬＦローラギヤ１５９、回転軸５４およびカードＬＦローラ４３は、反時計回
りに回転される。
【０１０３】
　このように、画像読取装置１は、シート搬送路２０３に設けられ、モータ４から伝達さ
れる駆動力により、シートＳＨを給送する供給ローラ４１を備えている。回転軸５５およ
び供給ローラ４１の軸には、モータの駆動力が回転軸５３を経由して伝達されている。モ
ータ４および供給ローラ４１のギヤは、左右方向において供給ローラ４１の左側に位置し
、第１ＬＦローラギヤ１５２および第２ＬＦローラギヤ１５５、カードＬＦローラギヤ１
５９、および排出ギヤ１５７は、左右方向において供給ローラ４１の左側に位置している
。
【０１０４】
　このように、画像読取装置１は、共通搬送路１２５に設けられ、シートＳＨおよびカー
ドＣＡを搬送するように構成されるカード排出ローラ４５、第２排出ローラ４６および第
１排出ローラ４４と、回転軸５３に設けられた第１ＬＦローラギヤ１５２および第２ＬＦ
ローラギヤ１５５と、回転軸５５に設けられ、第１ＬＦローラギヤ１５２および第２ＬＦ
ローラギヤ１５５から駆動力が伝達されるカードＬＦローラギヤ１５９と、カード排出ロ
ーラ４５の軸に設けられ、第１ＬＦローラギヤ１５２および第２ＬＦローラギヤ１５５か
ら駆動力が伝達される排出ギヤ１５７とを備えている。また、ＬＦローラ４２、カードＬ
Ｆローラ４３およびカード排出ローラ４５の各ローラ径は、同一であり、第１ＬＦローラ
ギヤ１５２、第２ＬＦローラギヤ１５５、カードＬＦローラギヤ１５９および排出ギヤ１
５７の各歯数は、同一である。
【０１０５】
　すなわち、第１搬送ローラの一例であるＬＦローラ４２は、共通搬送路１２５に設けら
れ、モータ４から伝達される駆動力により、シートＳＨを搬送するように構成されている
。
【０１０６】
　また、カードＬＦローラ４３は、カード搬送路１２４に設けられ、モータ４から伝達さ
れる駆動力により、カードＣＡを搬送するように構成されている。
【０１０７】
　そして、読取部の一例である第１読取部１００および第２読取部６０の右側の一部は、
共通搬送路１２５に設けられる。第１読取部１００および第２読取部６０は、シートＳＨ
およびカードＣＡに形成されている画像を読み取る。
【０１０８】
＜有無センサ＞
【０１０９】
　画像読取装置１は、図４に示されるように、通過センサ１３２を備えている。
【０１１０】
　通過センサ１３２は、たとえば、マイクロスイッチからなる。通過センサ１３２は、下
部筐体１３に設けられている。通過センサ１３２は、カードＬＦローラ４３と第２読取部
６０との間に配置されている。通過センサ１３２のアクチュエータ１３３は、下部筐体１
３の上面１３Ｕから上方に突出し、カード搬送路１２４内に突出している。
【０１１１】
　カード搬送路１２４を搬送されるカードＣＡの先端がアクチュエータ１３３に当接し、
アクチュエータ１３３が通常時の位置から変位すると、通過センサ１３２から出力される
信号のレベルが変化する。これにより、通過センサ１３２から出力される信号のレベルに
基づいて、カード搬送路１２４を搬送されるカードＣＡが通過センサ１３２の位置を通過
したか否かを検知することができる。カードＣＡの通過が検知されると、そのタイミング
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に基づいて、ＣＩＳユニット６２，１０２による画像の読取動作が開始される。
【０１１２】
　すなわち、画像読取装置１は、左右方向においてカードＬＦローラ４３と第２読取部６
０との間に設けられ、カードＣＡを検出するセンサの一例である通過センサ１３２を備え
ている。
【０１１３】
＜作用効果＞
【０１１４】
　カードＬＦローラ４３は、第２読取部６０が設けられている共通搬送路１２５ではなく
、カード搬送路１２４に設けられている。そのため、カード導入口１２１とカードＬＦロ
ーラ４３との距離を短くすることができる。その結果、カードＣＡをカードＬＦローラ４
３が設けられている搬送開始位置まで容易に導入することができる。
【０１１５】
　カードＬＦピンチローラ８３およびカードＬＦローラ４３は、下部筐体１３の上面１３
Ｕの傾斜部３３の下方に配置されている。
【０１１６】
　シート導入口２０１から導入されるシートＳＨは、傾斜部３３上を搬送される。そのた
め、カードＬＦピンチローラ８３およびカードＬＦローラ４３が傾斜部３３の下方に配置
された構成では、シートＳＨがカードＬＦピンチローラ８３およびカードＬＦローラ４３
と接触しない。よって、カードＬＦピンチローラ８３およびカードＬＦローラ４３がシー
トＳＨの搬送の抵抗となることを抑制できる。すなわち、カードＬＦピンチローラ８３は
非図示の付勢部材による付勢力によりカードＬＦローラ４３に押し付けられているが、こ
の付勢力が、シートＳＨの搬送に影響を及ぼす可能性を低減できる。その結果、シートＳ
Ｈの斜行を抑制することができる。
【０１１７】
　画像読取装置１は、共通搬送路１２５に設けられ、シートＳＨおよびカードＣＡを搬送
するように構成されるカード排出ローラ４５、第２排出ローラ４６および第１排出ローラ
４４と、回転軸５３に設けられた第１ＬＦローラギヤ１５２および第２ＬＦローラギヤ１
５５と、回転軸５４に設けられ、第２ＬＦローラギヤ１５５から駆動力が伝達されるカー
ドＬＦローラギヤ１５９と、カード排出ローラ４５の回転軸５６に設けられ、第１ＬＦロ
ーラギヤ１５２および第２ＬＦローラギヤ１５５から駆動力が伝達される排出ギヤ１５７
とを備えている。また、ＬＦローラ４２、カードＬＦローラ４３およびカード排出ローラ
４５の各ローラ径は、同一であり、第１ＬＦローラギヤ１５２、第２ＬＦローラギヤ１５
５、カードＬＦローラギヤ１５９および排出ギヤ１５７の各歯数は、同一である。
【０１１８】
　ＬＦローラ４２、カードＬＦローラ４３およびカード排出ローラ４５の駆動によって送
られるシートＳＨおよびカードの前後方向における各搬送速度は、ローラ径およびギヤの
角速度で決定される。ＬＦローラ４２、カードＬＦローラ４３およびカード排出ローラ４
５の各ローラ径が同一であり、第１ＬＦローラギヤ１５２および第２ＬＦローラギヤ１５
５、カードＬＦローラギヤ１５９および排出ギヤ１５７の各歯数が同一であるので、ＬＦ
ローラ４２、カードＬＦローラ４３およびカード排出ローラ４５によって送られるシート
ＳＨおよびカードＣＡの前後方向における搬送速度を同一にすることができる。
【０１１９】
　ＬＦローラ４２は、ＣＩＳユニット６２の後側に位置し、カードＬＦローラ４３は、Ｌ
Ｆローラ４２の後側に位置し、カード排出ローラ４５は、ＬＦローラ４２の前側に位置し
ている。
【０１２０】
　カードＬＦローラ４３およびカード排出ローラ４５がＬＦローラ４２の後側に配置され
る構成と比較して、第２ＬＦローラギヤ１５５とカードＬＦローラギヤ１５９との間に介
在されるギヤの数および第２ＬＦローラギヤ１５５と排出ギヤ１５７との間に介在される
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ギヤの数の合計数を低減することができる。
【０１２１】
　画像読取装置１は、シート搬送路２０３に設けられ、モータ４から伝達される駆動力に
より、シートＳＨを給送する供給ローラ４１を備えている。回転軸５５および供給ローラ
４１の回転軸５１には、モータ４の駆動力が回転軸５３を経由して伝達される。モータギ
ヤ１５１および供給ローラギヤ１５４は、左右方向において供給ローラ４１の左側に位置
し、第２ＬＦローラギヤ１５５、カードＬＦローラギヤ１５９および排出ギヤ１５７は、
左右方向において供給ローラ４１の右側に位置している。
【０１２２】
　供給ローラ４１により、シート導入口２０１から導入されたシートＳＨを給送すること
ができる。回転軸５１が供給ローラ４１から右側に延び、供給ローラ４１の右側に供給ロ
ーラギヤ１５４が位置する構成では、回転軸５１および供給ローラギヤ１５４がカードＬ
Ｆローラ４３の回転軸５４およびカードＬＦローラギヤ１５９の配置の妨げになるおそれ
がある。回転軸５１が供給ローラ４１から左側に延び、供給ローラ４１の左側に供給ロー
ラギヤ１５４が位置する構成により、回転軸５１および供給ローラギヤ１５４がカードＬ
Ｆローラ４３の回転軸５４およびカードＬＦローラギヤ１５９の配置の妨げになることを
抑制できる。
【０１２３】
　回転軸５３には、モータ４の駆動力が直接的に伝達される。そのため、モータ４から回
転軸５３までの駆動力の伝達系路上には、負荷が設けられない。そのため、回転軸５３は
、シートＳＨおよびカードＣＡを搬送する際の負荷変動によって発生する回転むらの影響
を受けないので、ＬＦローラ４２の回転速度を安定させることができる。
【０１２４】
　画像読取装置１は、前後方向においてカードＬＦローラ４３と第２読取部６０との間に
設けられ、カードＣＡを検出する通過センサ１３２を備えている。
【０１２５】
　カードＬＦローラ４３は、第２読取部６０が設けられている共通搬送路１２５ではなく
、カード搬送路１２４に設けられている。そのため、カードＬＦローラ４３と第２読取部
６０との間の距離を長くすることができる。その結果、カードＬＦローラ４３と第２読取
部６０との間に、通過センサ１３２のようにアクチュエータ１３３等のアクチュエータと
カードＣＡとの当接を基にカードＣＡを検知するなどのメカニカルなセンサをも容易に配
置することができる。通過センサ１３２により、カードＬＦローラ４３と第２読取部６０
との間におけるカードＣＡの通過を検出することができる。
【０１２６】
＜変形例＞
【０１２７】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、他の形態で実施することも
できる。
【０１２８】
　たとえば、図５に示される構成に代えて、図６に示される構成が採用されてもよい。図
６に示される構成では、第２ＬＦローラギヤ１５５は、回転軸５３の途中部に取り付けら
れて、右側のＬＦローラ４２の右側に配置されている。排出ギヤ１５７は、第１排出ロー
ラ４４とカード排出ローラ４５との間で回転軸５６に取り付けられている。カードＬＦロ
ーラギヤ１５９は、回転軸５４の左端部に取り付けられている。第２ＬＦローラギヤ１５
５、排出ギヤ１５７およびカードＬＦローラギヤ１５９は、左右方向に同じ位置に配置さ
れている。第２伝達ギヤ１５６は、第２ＬＦローラギヤ１５５および排出ギヤ１５７との
間に配置され、第２伝達ギヤ１５６のギヤ歯は、第２ＬＦローラギヤ１５５および排出ギ
ヤ１５７の各ギヤ歯と噛合している。また、第３伝達ギヤ１５８は、第２ＬＦローラギヤ
１５５およびカードＬＦローラギヤ１５９との間に配置され、第３伝達ギヤ１５８のギヤ
歯は、第２ＬＦローラギヤ１５５およびカードＬＦローラギヤ１５９の各ギヤ歯と噛合し
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【０１２９】
　この図６に示される構成によっても、図５に示される構成の場合と同様の作用効果を奏
することができる。
【０１３０】
　カード排出口１２３の下側の一部が、シート排出口２０２の右側の一部と重複していた
。しかし、これに限らず、たとえば、シート排出口２０２の右側の一部がカード排出口１
２３であってもよい。すなわち、カード排出口１２３の全領域がシート排出口２０２に右
側において含まれていてもよい。共通搬送路１２５は、シート搬送路２０３の右側の一領
域であった。しかし、これに限らず、たとえば、共通搬送路１２５の下側の一部が、シー
ト搬送路２０３の右側の一部と重複していてもよい。
【０１３１】
　その他、前述の構成には、特許請求の範囲に記載された事項の範囲で種々の設計変更を
施すことが可能である。
【符号の説明】
【０１３２】
　１　　　画像読取装置
　２　　　筐体
　４　　　モータ
　４Ｓ　　モータシャフト
　１３　　下部筐体
　１３Ｕ　上面
　１４　　上部筐体
　１４Ｂ　下面
　３３　　傾斜部
　４１　　供給ローラ
　４２　　ＬＦローラ
　４３　　カードＬＦローラ
　４５　　カード排出ローラ
　５３　　回転軸
　５５　　回転軸
　６２　　ＣＩＳユニット
　７３　　傾斜部
　８３　　カードＬＦピンチローラ
　１０２　ＣＩＳユニット
　１２１　カード導入口
　１２４　カード搬送路
　１２５　共通搬送路
　１３２　通過センサ
　１５２　第１ＬＦローラギヤ
　１５５　第２ＬＦローラギヤ
　１５７　排出ギヤ
　１５９　カードＬＦローラギヤ
　２０１　シート導入口
　２０２　シート排出口
　２０３　シート搬送路
　ＣＡ　　カード
　ＳＨ　　シート
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